
定例会
6月
令和7年

ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.104 2025.8.1

www.city.saitama.lg.jp/gikai/

さいたま市議会の
1年ってどんな感じ？
年に4回開催している
定例会を中心に、
市議会の1年の活動を
わかりやすくご紹介します。
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さいたま市議会では、選挙で選ばれた60 人の議員が活動していま
す。市議会は、市民の声を代表し、条例や予算を審議・決定する役
割を担い、また、市が適正に仕事を行っているかチェックします。
市議会と市長は対等の立場で、お互いに協力・けん制し合い、より
良いさいたま市の実現を目指しています。

市議会って何をするところ？

◎ 定例会は、どなたでも傍聴できます。
◎ 会議の様子はインターネットでも中継しています。
◎ 議事録は後日公開され、どなたでも内容を確認できるようになっ
ています。

市議会の情報はどこにある？

　いたま市議会の情報はホームページをぜひご覧ください！ち

市民

市議会 市長
議案の提出

議案の議決

選
挙

市
民
の
声
を
聴
く

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う

選
挙

定例会では何をするの？

◉議案の審議
・議案とは、議会の意思決定（議決）を必要とする案件 のことをいいます。
・定例会で提出された議案は、分野別の委員会でくわ しく審査が行われます。
・議員自身が提案した議案も審議されます。

◉議決
・委員会での審査の経過と結果が報告されます。
・最後に多数決による採決を行い、議会としての意思 が決定されます。

◉代表質問／一般質問
・議員が市長や職員へ市政に対する質問をします。

2月定例会では
予算委員会を開催予算委員会を開催

来年度の予算案を審査し、
施策の妥当性などを
チェックします。

9月定例会では

決算特別委員会を開催決算特別委員会を開催
前年度の決算を

しっかりチェックします。

閉会中は
何をしている？

閉会中の継続審査や
調査・研究を行っています

市民を代表して話し合い、
地域のルールや予算などを決めます

様々な情報公開、広報を行っています 「議案の審議」「議決」「代表質問／一般 質問」などを行います

※現在の市議会議員は
任期3年目です

https://www.city.saitama.lg.jp/gikai/index.html

検索さいたま市議会

　いたま市議会では、年４回、「定例会」という会議を開催し、
市政について話し合っています。

今回は、市議会の１年の活動をわかりやすくご紹介します。

ち

　いたま市議会の１年って
どんな感じ？

ち

私
た
ち
は
、こ
の
た
び
の
６
月

定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
22

代
議
長
並
び
に
第
22
代
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

本
市
は
135
万
人
の
人
口
を
有

す
る
大
都
市
と
し
て
成
長
・
発

展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

な
る
発
展
と
未
来
に
向
け
歩
み

を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
様
々
な

地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
を
解

決
す
る
べ
く
、
議
員
60
人
の
力

を
結
集
し
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
物
価
高
に
よ
る

市
民
生
活
の
圧
迫
や
超
高
齢
社

会
な
ど
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
自
治
の

根
幹
を
担
う
存
在
と
し
て
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
議
会
の
使
命
と
役

割
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
た
ゆ

ま
ぬ
議
会
改
革
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
の
施
策
を
し
っ
か

り
と
監
視
・
評
価
し
、
議
会
機

能
の
充
実
・
強
化
、
公
正
か
つ

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
市
議
会
に
対
す
る
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副議長 谷中信人
や のぶ となか

議 長  伊藤  仕
い まなぶとう

就任あいさつ
議長・副議長

03 saitama city council No.104 02saitama city council No.104



クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

6月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

令和7年6月定例会（6月11日～7月4日／会期24日間）

政策条例検討プロジェクトチームで検討した手話言語条例を制定
する議案が、議員から提出され、可決されました｡この条例は、手話
は言語であるという認識に基づき、手話の理解と広がりをもって地
域で支え合い、全ての人が心を通わせ、相互の人格と個性を尊重し
合う社会の実現を目指しています。

議員提出議案第2号　さいたま市手話言語条例の制定について

議会による政策立案　手話の理解と広がりを

6月定例会で審議された議案　市長提出議案38件、議員提出議案3件、委員会提出議案1件／合計42件

市長から令和7年度補正予算議案が提出され、可決されました。

議案第93号　令和7年度さいたま市一般会計補正予算（第2号）　ほか4議案

令和7年度補正予算議案

＜主な事業＞
●子育て世帯の家計負担軽減のため、18歳以下の児童を養育する世帯へ児童1人1万円の給付金を支給
●幅広い世代の家計負担軽減のため、デジタル地域通貨を活用したポイント還元キャンペーンの実施

議員から以下の意見書案が提出され、可決されました。

議員提出議案第3号　終戦80年を契機に戦争や核兵器のない恒久平和の実現に向けて主導的役割を果たす
ことを求める意見書　ほか1議案

市議会から国へ意見書を提出

●終戦80年を契機に戦争や核兵器のない恒久平和の実現に向けて主導的役割を果たすことを求める意見書
●米国の関税措置に対応した中小企業等支援策の拡充を求める意見書

子どもや若者などへの切れ目のない施策を充実させるため、効果的・効率的な審査および調査が可能と
なるよう、常任委員会の所管の変更のほか、文教委員会から子ども文教委員会への名称変更を行うた
めの議案が提出され、可決されました。

委員会提出議案第2号　さいたま市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

常任委員会の所管・名称を変更

大宮駅グランドセントラルステーション化構想特別委員
会と超高齢社会に向けた公共交通の在り方検討特別委
員会は、市長その他の執行機関に対して要望する取組を
まとめた提言書を市長に提出しました。

特別委員会が市長に提言書を提出

手話「こんにちは」

大宮駅GCS化構想

1 2

公共交通の在り方検討
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代
表
質
問

5
会
派
6
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

阪
本
克
己
／
新
藤
信
夫
／
土
橋
勇
司

萩
原
章
弘
／
松
村
敏
夫
／
秋
山
朋
彦

深
刻
化
し
て
い
る
公
共
施

設
の
入
札
不
調
の
問
題
に

つ
い
て
、
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
、
持
続
可
能
な
整
備
体
制
の
構
築

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

建
築
資
材
や
労
務
費
の
高

騰
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中

で
、
都
市
部
で
は
建
設
需
要
は
高
い

な
ど
の
状
況
の
も
と
、
先
般
の
入
札

不
調
に
つ
い
て
は
、
事
務
費
や
工
期

設
定
、
人
員
の
確
保
と
い
っ
た
個
別

の
課
題
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
が
、
大
手
建
設
事
業
者
へ
の
聞

き
取
り
な
ど
も
行
い
な
が
ら
対
応
策

を
検
討
し
て
い
く
。
引
き
続
き
、
入

札
参
加
者
が
受
注
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
併

せ
て
、
大
規
模
事
業
に
つ
い
て
は
、

計
画
段
階
か
ら
案
件
の
規
模
な
ど
に

応
じ
て
、
＊
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
今
ま

で
以
上
に
入
念
に
実
施
す
る
な
ど
、

対
応
策
や
仕
組
み
を
幅
広
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ユ
ー
ス
世
代
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
相
談
窓
口
が

十
分
で
な
い
た
め
、
若
者
に
寄
り
添

う
相
談
窓
口（
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

の
開
催
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
子

ど
も
た
ち
や
若
者
が
性
に

関
す
る
正
し
い
知
識
や
情
報
を
得
た

り
、
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
、
性
の
悩
み

を
専
門
家
に
相
談
で
き
る「
若
者
の
た

め
の
街
の
保
健
室
」と
し
て
、
県
内
で

定
期
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
把
握

し
て
お
り
、
必
要
性
も
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
実
施
し
て
い
る
自
治
体

や
民
間
団
体
な
ど
か
ら
実
施
内
容
な

ど
の
具
体
的
な
情
報
を
収
集
し
、
本

市
に
お
け
る
課
題
を
抽
出
し
て
い
る
。

今
後
、
課
題
を
整
理
し
、
早
期
実
施

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。 

＊

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
は
、
国
土

の
30
％
以
上
で
健
全
な
生

態
系
を
守
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

こ
の
実
施
に
は
地
方
の
役
割
は
大
き

く
、
本
市
で
も
担
当
課
の
新
設
や
保

護
区
域
の
保
全
な
ど
が
必
要
で
は
。

本
市
で
は
、
生
物
多
様
性

業
務
を
専
門
に
所
管
す
る

部
署
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

他
自
治
体
の
状
況
も
参
考
に
、
統
括

的
に
生
物
多
様
性
に
関
す
る
業
務
を

行
う
体
制
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
、

30
％
の
保
全
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
と

い
う
具
体
的
な
目
標
な
ど
は
求
め
ら

れ
て
い
な
い
が
、
健
全
な
生
態
系
保

全
の
た
め
、「
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
認

定
数
」な
ど
、
保
全
エ
リ
ア
の
拡
大
に

質
問
者�

※
質
問
順

続
く
公
共
施
設
の
入
札
不
調

要
因
の
分
析
と
今
後
の
対
策
は

子
ど
も
や
若
者
の
性
の
悩
み
な
ど

安
心
し
て
相
談
で
き
る
場
を

自
然
共
生
サ
イ
ト
の
認
定
を
受
け
た
桜
環
境
セ
ン
タ
ー

の
ビ
オ
ト
ー
プ「
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｏ（
シ
ー
オ
）」

立
憲

健
全
な
生
態
系
を
守
る
た
め

担
当
課
の
新
設
な
ど
が
必
要
で
は

すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

＊�COP15
2022年12月に、カナダのモントリオールで開催された国連生物
多様性条約第15回締約国会議。

さ
い
た
ま
自
民
党

＊�サウンディング�
事業内容や事業スキームなどについて、直接の対話により民間
事業者の意見や新たな事業提案の把握などを行い、事業の検
討を進展させるための情報収集を目的とした手法。 
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と
考
え
る
。
駅
や
都
内
へ
の
直
通
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
運
転
士
確
保
な
ど

の
課
題
を
、
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議

の
中
で
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

児
童
生
徒
数
の
少
な
い
小

規
模
校
の
課
題
解
決
の
た

め
の「
小
規
模
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」の
具
体
的
な
取
組
は
。
ま
た
、
各

学
校
の
慣
例
を
把
握
し
、
今
の
時
代

に
合
っ
た
改
革
が
必
要
で
は
。

複
数
の
小
規
模
校
で
は
、

今
後
の
学
校
の
在
り
方
な

ど
の
検
討
の
た
め
、
保
護
者
や
児
童

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
主
体

的
に
実
施
す
る
な
ど
の
取
組
が
出
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

学
校
・
地
域
・
保
護
者
の
意
向
を
尊

重
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
教
育
委
員

会
と
し
て
、
そ
の
取
組
を
支
え
、
伴

走
す
る
た
め
、
今
年
度
新
た
に
、
教

育
環
境
整
備
検
討
会
議
の
も
と
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

を
第
一
と
し
、
保
護
者
、
地
域
の
皆

様
と
一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の

在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

向
け
た
取
組
を
客
観
的
に
評
価
で
き

る
具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
、
目

標
達
成
に
向
け
た
効
果
的
な
施
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
道
路
網
や
公
園
整

備
は
他
の
政
令
指
定
都
市

と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
大
宮
Ｇ
Ｃ

Ｓ
や
バ
ス
タ
大
宮
の
構
想
も
始
ま
っ

て
か
ら
10
年
近
く
経
過
し
て
い
る
が
、

今
後
の
進
展
は
ど
う
な
る
の
か
。 

（
仮
称
）
バ
ス
タ
大
宮
は
、

大
宮
駅
西
口
交
通
結
節
点

事
業
計
画
検
討
会
を
今
年
３
月
に
開

催
し
、
交
通
結
節
点
に
求
め
ら
れ
る

機
能
な
ど
を
協
議
し
た
。
大
宮
Ｇ
Ｃ

Ｓ
化
構
想
は
、
よ
り
合
意
形
成
が
図

れ
る
よ
う
事
業
性
、
実
効
性
あ
る
計

画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
検

討
に
当
た
り
、
補
強
し
た
複
数
の
案

を
権
利
者
な
ど
と
作
成
し
た
く
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
、
都

市
計
画
の
原
案
と
な
る
街
区
間
連
携

が
実
現
し
た
計
画
案
の
作
成
を
目
標

と
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
早
期
に
都

市
計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
に
着
手

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

し
、
水
路
な
ど
の
地
域
資
源
の
適
切

な
保
全
管
理
を
推
進
し
て
い
る
。ま
た
、

農
業
水
利
施
設
の
維
持
な
ど
の
た
め
、

通
水
時
期
に
緊
急
修
繕
工
事
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
水
路
整
備

や
交
付
金
の
さ
ら
な
る
活
用
で
、
安

定
し
た
用
水
確
保
、
水
路
機
能
な
ど

の
向
上
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

通
勤
、
通
学
時
間
帯
の
公

共
交
通
の
、
よ
り
一
層
の

利
便
性
と
充
実
を
求
め
る
と
と
も
に
、

郊
外
に
お
い
て
は
、
駅
や
都
内
へ
直

通
で
き
る「
郊
外
型
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
」の
検
討
を
す
る
べ
き
で
は
。 

本
市
で
は
、
改
定
を
進
め

て
い
る「
総
合
都
市
交
通

体
系
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
中
で
、
通

勤
・
通
学
な
ど
の
利
用
者
が
多
い
バ

ス
路
線
に
お
い
て
、
今
後
も
運
行
本

数
が
維
持
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
一
方
、
利
用
者
が
少
な
い
郊
外

部
で
は
＊

モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
が
必
要

と
整
理
し
て
お
り
、
こ
こ
へ
接
続
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
導
入

を
図
る
こ
と
が
支
援
策
に
つ
な
が
る

農
作
物
の
生
産
量
を
増
や

す
た
め
に
は
様
々
な
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
中
で
も
農
業
用
水

路
の
整
備
は
重
要
と
考
え
る
。
水
路

整
備
に
対
す
る
支
援
の
現
状
と
、
今

後
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

農
業
用
水
路
整
備
は
農
業

環
境
の
改
善
効
果
が
非
常

に
大
き
く
、
素
掘
り
の
側
溝
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
側
溝
に
整
備
す
る
こ

と
を
主
に
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」を
活
用

課
題
を
抱
え
る
小
規
模
校

今
の
時
代
に
合
わ
せ
た
改
革
が
必
要

大
宮
駅
周
辺
の
大
規
模
事
業

今
後
の
進
展
は

農
業
環
境
向
上
の
た
め
に

農
業
用
水
路
整
備
の
推
進
を

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と

郊
外
型
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
検
討
を

＊�モビリティハブ
バス、タクシー、シェアモビリティなど、多様な交通手段が結
節し、スムーズな乗継ぎが可能となるよう整備された場所。

自
民
党
市
議
団

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
整
備
さ
れ
た
側
溝

農
業
環
境
の
改
善
に
向
け
た
水
路
整
備
が
進
ん
で
い
る
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議員の
市の

6月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

建
設
工
事
の
入
札
不
調
に

よ
り
、
予
定
し
て
い
る
令

和
10
年
度
の
開
校
が
遅
れ
た
場
合
、

周
辺
の
学
校
へ
の
影
響
は
。
ま
た
、

暫
定
的
な
学
区
の
変
更
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
見
解
は
。

開
校
の
遅
れ
に
よ
る
周
辺

の
小
中
学
校
へ
の
影
響
は
、

現
在
、今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
や
、

各
学
校
の
教
室
数
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

武
蔵
浦
和
駅
周
辺
地
区
の
＊
大
規
模
校
、

過
大
規
模
校
の
解
消
は
、
喫
緊
の
課

題
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
通
学
区

域
の
再
編
成
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
分
断
が
広
範
囲
に
及
ぶ
な
ど
、様
々

な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
や
、
学
区
を

再
編
成
し
て
も
、
こ
の
地
区
全
体
の

過
密
な
教
育
環
境
は
変
わ
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

他
自
治
体
で
実
施
ま
た
は

予
定
し
て
い
る
施
策
を
参
考
に
、
お

米
券
の
支
給
、
水
道
料
金
の
基
本
料

金
無
料
化
、
学
校
等
給
食
費
無
償
化
の

実
現
を
す
べ
き
で
は
。

本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た

追
加
的
な
家
計
負
担
軽
減

策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
庁
内
で
の

検
討
を
加
速
し
、
今
定
例
会
中
の
議

案
提
出
に
向
け
て
鋭
意
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
時
点
で
、

お
米
券
の
支
給
、
水
道
料
金
の
引
下

げ
や
一
時
無
料
化
に
つ
い
て
の
予
定

は
な
い
。
ま
た
、
学
校
給
食
用
食
材

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
12
月
補

正
予
算
に
お
い
て
、
物
価
高
騰
分
を

公
費
で
負
担
し
、
令
和
７
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
も
、
こ
の
措
置
を
継

続
す
る
な
ど
の
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。

本
市
の
強
み
で
あ
る
英
語

教
育
や
、
自
虐
史
感
の
強

い
記
載
が
目
立
つ
教
科
書
を
用
い
る

歴
史
教
育
に
つ
い
て
、
教
科
書
採
択

の
狙
い
や
経
緯
、
選
定
基
準
、
今
後

の
見
直
し
方
針
を
伺
う
。

教
科
書
に
つ
い
て
は
、
専

門
性
の
高
い
教
員
で
構
成

さ
れ
る
教
科
用
図
書
調
査
専
門
員
会

や
、
保
護
者
と
校
長
な
ど
で
組
織
さ

れ
る
教
科
用
図
書
選
定
委
員
会
が
調

査
研
究
し
た
報
告
な
ど
を
参
考
に
、

教
育
委
員
会
会
議
で
す
べ
て
の
検
定

教
科
書
に
つ
い
て
審
議
し
、
本
市
の

児
童
生
徒
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
科

用
図
書
を
採
択
し
て
い
る
。
英
語
教

育
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
資
質
・
能
力
の
育
成
な
ど
の
観
点

か
ら
、
社
会
科
の
教
科
書
で
は
歴
史

に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
、
複
数

の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
公
正
に

選
択
・
判
断
す
る
力
な
ど
を
養
う
と

い
う
観
点
か
ら
、
教
科
用
図
書
を
採

択
し
て
い
る
。

外
国
人
と
の
共
生
で
生
じ

る
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
特
定
技
能
基
準
省
令
の

一
部
改
正
を
受
け
、
本
市
で
は
共
生

社
会
実
現
へ
向
け
、
企
業
へ
の
協
力

要
請
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

特
定
技
能
基
準
省
令
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
企
業
は

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地
域
の

共
生
施
策
に
協
力
す
る
旨
の
文
書
で

あ
る
、
協
力
確
認
書
を
提
出
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
企
業
側
へ
の
協

力
要
請
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
協
力

確
認
書
が
提
出
さ
れ
た
際
に
は
、
各

企
業
に
対
し
、
ご
み
の
出
し
方
や
災

害
対
応
な
ど
の
多
言
語
に
よ
る
情
報

提
供
、
外
国
人
市
民
委
員
会
で
の
提

言
を
受
け
て
実
施
し
た
施
策
を
含
め

た
本
市
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
取

組
を
案
内
し
、
外
国
人
労
働
者
へ
の

周
知
を
要
請
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
か
ら
生
活
を
守
る
た
め

市
民
負
担
軽
減
の
３
つ
の
提
案

武
蔵
浦
和
駅
周
辺
地
区
の
新
学
校

開
校
の
遅
れ
に
よ
る
影
響
は

学
校
教
育
に
お
け
る
重
要
な
役
割

教
科
書
採
択
の
選
定
基
準
は�

日
本
共
産
党

特
定
技
能
基
準
省
令
の
改
正

外
国
人
と
の
共
生
の
課
題
解
決
へ

＊�大規模校、過大規模校
1校当たり25学級以上の学校を大規模校、31学級以上の学校
を過大規模校という。

教
科
書
は
児
童
生
徒
の
学
び
を
支
え
る
学
校
教
育
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

維
新
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容
面
も
含
め
た
十
分
な
検
証
、
見
直

し
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

（
仮
称
）次
世
代
型
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
こ
の
た
び
の
入

札
不
調
に
関
し
て
は
、
入
札
手
続
の

過
程
に
お
け
る
民
間
事
業
者
と
の
対

話
に
お
い
て
、
昨
今
の
建
設
資
材
や

人
件
費
の
高
騰
な
ど
の
影
響
に
つ
い

て
の
声
も
一
部
あ
っ
た
が
、
原
因
の

調
査
分
析
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

速
や
か
に
行
っ
て
い
く
。
ま
ず
は
、

民
間
事
業
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
丁
寧
に
行
い
、
し
っ
か
り
と

不
調
の
原
因
究
明
を
進
め
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
今
後
の
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

「
小
１
の
壁
」の
解
消
や
共

働
き
世
帯
な
ど
の
就
労
支

援
の
取
組
と
し
て
、
市
立
小
学
校
で

午
前
７
時
台
の
朝
の
預
か
り
を
、
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
早
期
に
実
施

し
て
は
。

福
祉
・
保
健
・
医
療

「
小
１
の
壁
」の
解
消
へ
の
取
組

県
補
助
制
度
活
用
で
早
期
実
施
を

事
務
作
業
の
効
率
化
は
職

員
の
負
担
軽
減
と
人
材
確

保
に
直
結
す
る
が
、
市
で
は
い
ま
だ

に
エ
ク
セ
ル
を
複
数
用
い
た
多
重
入

力
作
業
が
あ
る
。
効
率
化
や
デ
ー
タ

統
一
な
ど
の
改
善
を
図
る
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

職
員
に
よ
る
事
務
改
善
な

ど
が
進
め
ら
れ
、
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
取
組
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

一
般
質
問

12
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤
征
治
郎
／
佐
々
木
郷
美

佐
藤
真
実
／
斉
藤
健
一
／
高
柳
俊
哉

尾
上
貴
明
／
中
山
淳
一
／
川
村　

準

大
貫
田
鶴
子
／
吉
田
一
郎
／
金
井
康
博

久
保
美
樹

質
問
者�
※
質
問
順

市
の
政
策
・
行
財
政

市
役
所
業
務
の
在
り
方

非
効
率
な
事
務
作
業
の
改
善
へ

＊�EBPM�
エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキングの略で、証拠に
基づく政策立案のこと。政策の企画をその場限りのエピソード
に頼るのではなく、合理的根拠（エビデンス）に基づいて行うこ
とを意味する。

さ
い
た
ま
市
み
ん
な
の
ア
プ
リ
の
新
機
能

デ
ジ
タ
ル
郵
便
の
導
入
が
期
待
さ
れ
る

ず
に
手
続
を
完
了
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
完
結
の
実
現
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
受
給
漏
れ
の
抑
制
に
加
え
、
印

刷
費
や
郵
送
費
の
削
減
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
導
入
費
用

や
既
存
の
申
請
・
業
務
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
先

進
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
、
実
現

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
仮
称
）次
世
代
型
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
入
札
不
調
の
要

因
は
、
現
下
の
経
済
状
況
に
よ
る
も

の
だ
け
か
。
施
設
規
模
や
配
置
、
内

今
後
は
さ
ら
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
庁
内
に
分
散
し
て

い
る
デ
ー
タ
の
扱
い
を
統
一
し
、
部

局
横
断
的
に
活
用
す
る
仕
組
み
と
し

て「
さ
い
た
ま
シ
テ
ィ
ス
タ
ッ
ト
基

盤
」を
構
築
し
、
各
所
属
で
保
有
す
る

デ
ー
タ
を
そ
の
基
盤
に
搭
載
す
る
こ

と
で
、
他
部
署
で
も
活
用
で
き
る
よ

う
、
デ
ー
タ
の
共
有
化
や
可
視
化
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
本
市
の
＊
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
取
組

を
前
に
進
め
た
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受

給
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
を
紙
の
郵
便
か

ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
通
知
す

る
デ
ジ
タ
ル
郵
便
の
導
入
に
よ
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
は
。

本
市
で
は
、
現
在「
さ
い

た
ま
市
み
ん
な
の
ア
プ

リ
」の
新
機
能
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
郵
便

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

市
民
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知

で
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
、
来
庁
せ

行
政
手
続
の
申
請
漏
れ
防
止
に

デ
ジ
タ
ル
郵
便
サ
ー
ビ
ス
を

入
札
不
調
は
経
済
状
況
だ
け
か

十
分
な
検
証
・
見
直
し
が
必
要
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の
方
を
対
象
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

難
病
の
方
の
う
ち
、
移
動
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
方
の
多
く
は
、
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
て
本
制
度
を
利
用
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
ま

ず
は
難
病
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
手

帳
の
取
得
と
そ
れ
に
伴
い
受
け
ら
れ

る
税
の
控
除
な
ど
の
制
度
に
つ
い
て

も
、
一
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
医
師
の
診
断
書
に
よ
り

支
援
対
象
と
す
る
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
他
自
治
体
の
取
組

な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

保
育
園
、
学
童
を
政
策
的

に
増
や
し
て
き
た
が
、
今

後
人
口
減
少
に
伴
い
需
要
と
供
給
の

不
均
衡
が
生
じ
る
。
閉
鎖
の
際
、
賃

貸
物
件
の
場
合
は
原
状
復
旧
費
用
な

ど
の
費
用
補
助
を
考
え
て
は
。 

保
育
所
お
よ
び
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、

将
来
的
に
は
人
口
減
少
を
起
因
と
し

た
利
用
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
運
営

が
困
難
と
な
り
、
施
設
の
閉
鎖
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
事
業
者
が
生
ず
る
こ

埼
玉
県
で
は
、
今
年
度
か

ら
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
県

内
市
町
村
に「
朝
の
預
か
り
」に
対
す

る
補
助
事
業
を
開
始
し
た
が
、「
朝
の

預
か
り
」実
施
に
は
人
材
確
保
を
は
じ

め
と
し
た
運
営
面
、
学
校
施
設
を
活

用
し
た
実
施
場
所
の
確
保
と
い
っ
た

施
設
面
、
集
団
登
校
や
通
学
路
な
ど

の
安
全
面
な
ど
、
多
面
的
な
管
理
運

営
上
の
課
題
も
あ
る
。
現
在
、
運
営

を
担
い
う
る
事
業
者
の
確
保
の
調
整

や
、
教
職
員
へ
の
負
担
な
く
児
童
の

安
全
が
確
保
で
き
る
学
校
施
設
の
利

用
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。今
後
、

教
育
委
員
会
な
ど
と
検
討
を
加
速
し

て
進
め
、
試
行
的
な
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

移
動
に
困
難
を
抱
え
る
方

の
通
院
費
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
障
害
者
手
帳
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
医
師
が「
移
動
困
難
」と

診
断
し
た
場
合
、
柔
軟
な
支
援
制
度

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
で
は
障
が
い
の
あ
る

方
の
社
会
参
加
促
進
の
た

め
、
重
度
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、

賃
貸
物
件
を
活
用
し
た
施
設
な
ど
に

つ
い
て
は
、
閉
鎖
に
伴
う
原
状
復
旧

な
ど
の
費
用
発
生
が
想
定
さ
れ
る
が
、

現
時
点
で
は
運
営
事
業
者
が
負
担
し

て
い
る
。
今
後
の
運
営
事
業
者
へ
の

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
保
育

施
設
な
ど
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
推
移
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
運
営
事
業
者

の
声
も
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

介
護
業
界
は
深
刻
な
人
材

不
足
が
続
き
、
こ
の
ま
ま

で
は
介
護
崩
壊
を
招
く
。
東
京
都
で

は
介
護
職
へ
の
処
遇
改
善
、
独
自
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
も
独
自
補

助
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

介
護
人
材
不
足
の
対
策
と

し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら

介
護
現
場
で
働
く
人
材
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
魅
力
発
信
事
業

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら

入
門
的
研
修
事
業
、
介
護
職
員
等
処
遇

改
善
加
算
取
得
促
進
事
業
、
さ
ら
に

今
年
度
か
ら
訪
問
介
護
事
業
所
向
け

支
援
を
本
市
独
自
の
取
組
と
し
て
始

め
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
も
国
に
対
し
、

介
護
職
員
な
ど
の
処
遇
改
善
を
図
り
、

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
よ
う

要
望
し
て
お
り
、
引
き
続
き
対
応
を

求
め
て
い
き
た
い
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の

事
例
も
参
考
に
、
本
市
独
自
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

仙
台
市
で
は（
通
称
）エ
プ

ロ
ン
先
生
と
い
う
仕
組
み

で
、
地
域
の
方
が
小
学
１
年
生
の
生

移
動
に
困
難
を
抱
え
る
方
の

通
院
費
の
負
担
軽
減
を

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
不
足
対
策

早
急
に
市
の
独
自
補
助
が
必
要

議員の
市の

6月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
介
護
保
険
制
度
で
重
要
な
存
在

人
材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る

地
域
の
大
人
た
ち
の
協
力
に
よ
る

子
ど
も
の
育
ち
を
見
守
る
体
制

保
育
園
な
ど
の
閉
鎖

賃
貸
物
件
の
場
合
は
費
用
補
助
を

教
育
・
文
化
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　新たに特別委員会を設置
今定例会で、総合振興計画基本計画審査特別委員会が
設置され、議長、副議長を除く全議員により構成されま
した。今後、改定案の審査などを行います。

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　X（旧Twitter）のフォローを
　お願いします
さいたま市議会では、Xで会議
日程や市議会からのお知らせ
などを配信していま
す。ぜひフォローし
てご覧ください。

　議員の表彰
永年にわたり市政発展に尽くされた功績に対し、全国・
埼玉県の各市議会議長会から、次の議員が表彰されま
した。

35年表彰 鶴崎 敏康 議員

30年表彰  添野 ふみ子 議員　　青羽 健仁 議員

20年表彰 桶本 大輔 議員

10年表彰 稲川 智美 議員　　　金井 康博 議員
石関 洋臣 議員　　　井原　隆 議員
新井 森夫 議員　　　都築 龍太 議員
土橋 勇司 議員　　　川村　準 議員

さいたま市議会

さいたま市議会

◎…委員長  ○…副委員長　令和7年6月12日現在委員会の紹介

常
任
委
員
会

総
合
政
策

総
務
、行
財
政
、税
、経
済
、観
光
、

防
災
な
ど

子
ど
も
文
教

子
育
て
、保
育
、学
校
教
育
、生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど

◎
関 

ひ
ろ
み

○
佐
々
木
郷
美

　中
山
淳
一

　服
部

　剛

佐
伯
加
寿
美

小
柳
嘉
文

帆
足
和
之

松
村
敏
夫

小
森
谷 

優

新
藤
信
夫

青
羽
健
仁

石
関
洋
臣

ま
ち
づ
く
り

都
市
計
画
、道
路
、公
園
、河
川
、水
道
、

下
水
道
な
ど

◎
川
崎
照
正

○
堤 

日
出
喜

　川
村

　準

　尾
上
貴
明

伊
藤

　仕

吉
村
豪
介

金
井
康
博

久
保
美
樹

中
山
欽
哉

神
坂
達
成

萩
原
章
弘

添
野
ふ
み
子

議
会
運
営
委
員
会

◎
石
関
洋
臣

○
添
野
ふ
み
子

　池
田
め
ぐ
み

　佐
伯
加
寿
美

照
喜
納
弘
志

稲
川
智
美

土
橋
勇
司

金
子
昭
代

斉
藤
健
一

渋
谷
佳
孝

三
神
尊
志

青
羽
健
仁

特
別
委
員
会

◎
佐
伯
加
寿
美

○
川
崎
照
正

　相
川
綾
香

　佐
々
木
郷
美

　堀
川
友
良

　尾
上
貴
明

　井
原

　隆

池
田
め
ぐ
み

北
岡
久
住

浜
口
健
司

稲
川
智
美

土
橋
勇
司

都
築
龍
太

小
柳
嘉
文

吉
田
一
志

久
保
美
樹

高
柳
俊
哉

小
森
谷 

優

上
三
信 

彰

青
羽
健
仁

市
民
生
活

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、交
通
安
全
、男
女
共
同
参
画
、

区
政
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
振
興
、環
境
、消
防
な
ど

◎
出
雲
圭
子

○
大
貫
田
鶴
子

　相
川
綾
香

　秋
山
朋
彦

佐
藤
真
実

浜
口
健
司

照
喜
納
弘
志

稲
川
智
美

竹
腰

　連

桶
本
大
輔

阪
本
克
己

鶴
崎
敏
康

予
算

市
の
予
算
な
ど

◎
神
坂
達
成

○
新
井
森
夫

　堤 

日
出
喜

　永
井
里
菜

　秋
山
朋
彦

　松
本

　翔

　服
部

　剛

大
貫
田
鶴
子

吉
村
豪
介

佐
藤
真
実

照
喜
納
弘
志

津
和
野
眞
佐
子

鳥
羽

　恵

竹
腰

　連

高
子

　景

帆
足
和
之

吉
田
一
郎

江
原
大
輔

新
藤
信
夫

添
野
ふ
み
子

保
健
福
祉

保
健
、医
療
、病
院
、福
祉
、

長
寿
応
援
な
ど

◎
土
橋
勇
司

○
鳥
羽

　恵

　永
井
里
菜

　堀
川
友
良

池
田
め
ぐ
み

都
築
龍
太

佐
藤
征
治
郎

斉
藤
健
一

高
子

　景

渋
谷
佳
孝

三
神
尊
志

上
三
信 

彰

決
算

令
和
6
年
度
決
算
の
審
査
な
ど

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど

◎
松
本

　翔

○
津
和
野
眞
佐
子

　井
原

　隆

　北
岡
久
住

金
子
昭
代

西
山
幸
代

谷
中
信
人

吉
田
一
志

新
井
森
夫

吉
田
一
郎

高
柳
俊
哉

江
原
大
輔

代
執
行
と
は
別
に
撤
去
指
導
を
し
て

お
り
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

西
遊
馬
地
区
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
工
事
の

進
捗
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
た
、
平
常
時
の
利
用
に
関
し
て
、

地
元
か
ら
の
要
望
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
伺
う
。河

川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
国
に
お
い
て
盛
土
工

事
や
周
辺
の
水
路
工
事
の
一
部
が
完

了
し
、
引
き
続
き
、
水
路
工
事
や
備

蓄
資
材
の
配
備
な
ど
を
行
う
と
伺
っ

て
い
る
。
ま
た
、
同
施
設
の
一
部
と

し
て
計
画
し
て
い
る
水
防
セ
ン
タ
ー

は
、
本
市
に
お
い
て
基
本
設
計
と
地

質
調
査
を
行
っ
た
。
今
年
度
か
ら
実

施
設
計
を
行
い
、
そ
の
後
、
建
築
工

事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
平
常
時
の

利
用
に
つ
い
て
、
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
多

目
的
広
場
と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ

う
協
議
・
調
整
を
進
め
て
お
り
、
ま

た
、
水
防
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
方

々
な
ど
へ
の
ト
イ
レ
の
開
放
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

活
や
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

本
市
で
も
多
様
な
大
人
が
子
ど
も
に

か
か
わ
る
仕
組
み
を
整
備
し
て
は
。   

本
市
で
は
、
平
成
22
年
か

ら
＊

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
小
学
1

年
生
は
も
と
よ
り
、
各
学
校
の
実
情

に
応
じ
て
、
様
々
な
場
面
で
地
域
や

保
護
者
の
方
々
に
活
躍
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
児
童
の
水
泳
学
習
の
補
助

や
、
ま
ち
た
ん
け
ん
の
引
率
な
ど
を

し
て
い
る
学
校
や
、
集
団
行
動
が
困

難
な
児
童
な
ど
に
教
室
で
の
学
習
準

備
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
好
事
例
や
他
自

治
体
の
先
進
事
例
な
ど
を
学
校
と
共

有
し
、
学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
大

人
の
力
を
結
集
し
て
、「
子
ど
も
の
幸

せ
を
保
障
す
る
教
育
」の
実
現
に
努
め

て
い
く
。 

環
境
保
全
型
農
業
の
地
元

農
産
物
に
高
い
価
値
を
感

じ
る
市
民
が
増
え
て
い
る
。
ま
ず
は

市
内
の
保
育
園
の
給
食
に
そ
う
し
た

地
元
食
材
を
紹
介
し
、
地
域
で
支
え

合
う
農
業
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

昨
年
開
催
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
フ
ェ
ス
に
は
、

大
勢
の
方
が
来
場
し
、
本
市
に
お
い

て
も
環
境
負
荷
の
少
な
い
農
作
物
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
農
業
祭
な
ど
で
も
消
費
者
と
生

産
者
の
交
流
に
よ
り
、
地
産
地
消
や

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
市
民
の
理
解

や
協
力
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ

て
い
る
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
産

物
の
販
路
拡
大
に
は
つ
な
が
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
保
育
園
と
地
元

農
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
農
業
者

に
と
っ
て
販
路
拡
大
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
は
市
内

農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

旧
荒
井
産
業
の
産
業
廃
棄

物
の
焼
却
施
設
を
行
政
代

執
行
で
取
り
壊
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、

敷
地
内
に
残
っ
て
い
る
産
業
廃
棄
物

も
環
境
保
全
の
た
め
完
全
撤
去
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

当
該
敷
地
内
に
は
大
量
の

焼
却
灰
が
残
置
さ
れ
て
お

り
、
平
成
13
年
に
埼
玉
県
に
お
い
て

覆
土
に
よ
る
飛
散
流
出
防
止
措
置
を

行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
飛
散
な
ど
の

恐
れ
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
今
回
の
行
政
代
執
行
の
範
囲
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
解
体
工
事
に

当
た
っ
て
は
、
万
全
な
対
策
を
取
り

作
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
敷
地
内

の
産
業
廃
棄
物
は
荒
井
産
業
の
撤
退

後
、
新
た
な
土
地
所
有
者
に
よ
り
持

ち
込
ま
れ
た
建
設
系
産
業
廃
棄
物
が

長
期
間
に
わ
た
り
不
適
正
に
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
行
政

地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
に

産
業
廃
棄
物
の
完
全
撤
去
を

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

環
境
に
配
慮
し
た
地
元
食
材

保
育
園
給
食
で
活
用

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

工
事
の
進
捗
と
平
常
時
の
利
用
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
フ
ェ
ス
の
様
子

地
元
農
業
を
支
え
る
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
望
ま
れ
る

経
済
・
産
業

＊�スクールサポートネットワーク
地域ぐるみで子どもを育てるため、学校と地域諸団体、PTA、
ボランティア組織などを結ぶネットワークのこと。
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　新たに特別委員会を設置
今定例会で、総合振興計画基本計画審査特別委員会が
設置され、議長、副議長を除く全議員により構成されま
した。今後、改定案の審査などを行います。

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　X（旧Twitter）のフォローを
　お願いします
さいたま市議会では、Xで会議
日程や市議会からのお知らせ
などを配信していま
す。ぜひフォローし
てご覧ください。

　議員の表彰
永年にわたり市政発展に尽くされた功績に対し、全国・
埼玉県の各市議会議長会から、次の議員が表彰されま
した。

35年表彰 鶴崎 敏康 議員

30年表彰  添野 ふみ子 議員　　青羽 健仁 議員

20年表彰 桶本 大輔 議員

10年表彰 稲川 智美 議員　　　金井 康博 議員
石関 洋臣 議員　　　井原　隆 議員
新井 森夫 議員　　　都築 龍太 議員
土橋 勇司 議員　　　川村　準 議員

さいたま市議会

さいたま市議会

◎…委員長  ○…副委員長　令和7年6月12日現在委員会の紹介

常
任
委
員
会

総
合
政
策

総
務
、行
財
政
、税
、経
済
、観
光
、

防
災
な
ど

子
ど
も
文
教

子
育
て
、保
育
、学
校
教
育
、生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど

◎
関 

ひ
ろ
み

○
佐
々
木
郷
美

　中
山
淳
一

　服
部

　剛

佐
伯
加
寿
美

小
柳
嘉
文

帆
足
和
之

松
村
敏
夫

小
森
谷 

優

新
藤
信
夫

青
羽
健
仁

石
関
洋
臣

ま
ち
づ
く
り

都
市
計
画
、道
路
、公
園
、河
川
、水
道
、

下
水
道
な
ど

◎
川
崎
照
正

○
堤 

日
出
喜

　川
村

　準

　尾
上
貴
明

伊
藤

　仕

吉
村
豪
介

金
井
康
博

久
保
美
樹

中
山
欽
哉

神
坂
達
成

萩
原
章
弘

添
野
ふ
み
子

議
会
運
営
委
員
会

◎
石
関
洋
臣

○
添
野
ふ
み
子

　池
田
め
ぐ
み

　佐
伯
加
寿
美

照
喜
納
弘
志

稲
川
智
美

土
橋
勇
司

金
子
昭
代

斉
藤
健
一

渋
谷
佳
孝

三
神
尊
志

青
羽
健
仁

特
別
委
員
会

◎
佐
伯
加
寿
美

○
川
崎
照
正

　相
川
綾
香

　佐
々
木
郷
美

　堀
川
友
良

　尾
上
貴
明

　井
原

　隆

池
田
め
ぐ
み

北
岡
久
住

浜
口
健
司

稲
川
智
美

土
橋
勇
司

都
築
龍
太

小
柳
嘉
文

吉
田
一
志

久
保
美
樹

高
柳
俊
哉

小
森
谷 

優

上
三
信 

彰

青
羽
健
仁

市
民
生
活

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、交
通
安
全
、男
女
共
同
参
画
、

区
政
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
振
興
、環
境
、消
防
な
ど

◎
出
雲
圭
子

○
大
貫
田
鶴
子

　相
川
綾
香

　秋
山
朋
彦

佐
藤
真
実

浜
口
健
司

照
喜
納
弘
志

稲
川
智
美

竹
腰

　連

桶
本
大
輔

阪
本
克
己

鶴
崎
敏
康

予
算

市
の
予
算
な
ど

◎
神
坂
達
成

○
新
井
森
夫

　堤 

日
出
喜

　永
井
里
菜

　秋
山
朋
彦

　松
本

　翔

　服
部

　剛

大
貫
田
鶴
子

吉
村
豪
介

佐
藤
真
実

照
喜
納
弘
志

津
和
野
眞
佐
子

鳥
羽

　恵

竹
腰

　連

高
子

　景

帆
足
和
之

吉
田
一
郎

江
原
大
輔

新
藤
信
夫

添
野
ふ
み
子

保
健
福
祉

保
健
、医
療
、病
院
、福
祉
、

長
寿
応
援
な
ど

◎
土
橋
勇
司

○
鳥
羽

　恵

　永
井
里
菜

　堀
川
友
良

池
田
め
ぐ
み

都
築
龍
太

佐
藤
征
治
郎

斉
藤
健
一

高
子

　景

渋
谷
佳
孝

三
神
尊
志

上
三
信 

彰

決
算

令
和
6
年
度
決
算
の
審
査
な
ど

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど

◎
松
本

　翔

○
津
和
野
眞
佐
子

　井
原

　隆

　北
岡
久
住

金
子
昭
代

西
山
幸
代

谷
中
信
人

吉
田
一
志

新
井
森
夫

吉
田
一
郎

高
柳
俊
哉

江
原
大
輔
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本会議・委員会の傍聴インターネット中継
会議を生中継・録画配信して
います。パソコンやスマート
フォンなどから
ご覧ください。
※現在、区役所ロビー
での放映は行っており
ません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、7日前まで
に議事課にご連絡くださ
い(Fax.829-1984)。会期日程は、ホームページをご覧く

ださい。くわしくは議事課までお問い
合わせください（Tel.829-1753）。

さいたま市議会
X（旧Twitter）

9月3日（水）～
次の定例会は

（議席順）

今号のトピックスでは「さいたま市議会の１年」に焦点を当て、
市議会の活動を紹介しました。市議会の動き、役割をコンパク
トにまとめていますので、ぜひご覧ください。
さて、今号から本委員会の委員も新たなメンバーとなりまし
た。市議会をより身近に感じていただけるよう、わかりやすく
丁寧に情報をお伝えしてい
きますので、引き続き「ロクマ
ル」をよろしくお願いします。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長　伊藤　仕 副議長　谷中信人

堤 日出喜 佐々木郷美 秋山朋彦
井原　隆 佐藤真実 照喜納弘志
金子昭代 新藤信夫 萩原章弘

ロクマルへの感想を
お聞かせください
感想はこちらから　

表紙では、さいたま市10区の様々な魅力を紹介して
います。それぞれの名産品や名所などを組み合わせ
て、各区の名前を表現しています。今号は、あじさい、
秋葉ささら獅子舞、お囃子などを取り上げました。

さいたまさいたま

NISH I

西区

今号の表紙は

KEYWORD ロクマル
キーワード

6月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

ネイチャーポジティブ

自然再興により持続可能な社会の実現を
ネイチャーポジティブとは、日本語で「自然再興」と訳され、自然を回復
軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させることを意味し
ます。2023年には、新たな生物多様性国家戦略が閣議決定され、2030
年までにネイチャーポジティブを実現することを目指し、生態系の健
全性の回復など5つの基本戦略が掲げられました。その実現には、企
業や地方公共団体をはじめとした関係団体の協力が重要となります。

大宮南部浄化センターなどが「自然共生サイト」に認定
ネイチャーポジティブの実現に向けた取組の一つとして、環境省では
民間の取組などによって生物多様性の保全が図られている区域を「自
然共生サイト」として令和5年度から認定しています。本市では、荒川・
元荒川エリアと、見沼田圃エリアに豊かな自然が広がり、この地域にあ
る桜環境センター、大宮南部浄化センターなどが「自然共生サイト」に
認定されました。今後は、民間企業などにおいても自然共生サイト認
定に向けた取組が進み、市内全体でネイチャーポジティブの実現に向
けた動きが加速することが期待されます。

N
o.104 2025.8.1　

市
議
会
だ
よ
り
さ
い
た
ま
　
編
集
・
発
行
>>さ

い
た
ま
市
議
会
 〒
330-9588 さ

い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
6丁
目
4番
4号
　
Tel.048ー829ー1748  Fax.048ー829ー1984

この議会広報紙は654,600部作成し、1部当たりの作成経費は13円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

毎定例会後、テレビ埼玉で放送しています。放送日時は秘書
総務課までお問い合わせください(Tel.829-1748)。
市議会ホームページやYouTubeでいつでも視聴できます。

テレビ番組「ようこそさいたま市議会へ」 

はやし

たんぼ

定例会
6月
令和7年

ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.104 2025.8.1

www.city.saitama.lg.jp/gikai/

さいたま市議会の
1年ってどんな感じ？
年に4回開催している
定例会を中心に、
市議会の1年の活動を
わかりやすくご紹介します。N I
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